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お子さんの１回目の接種

を開始する月齢・年齢

ヒブワクチン

（インフルエンザ菌 b型）
小児用肺炎球菌ワクチン

標準的な

接種間隔
生後２か月～７か月未満

初回免疫として４～８週間隔で３

回接種後、追加免疫としておおむ

ね１年後に１回接種（計４回）

初回免疫として４週間以上の間隔

で３回接種後、追加免疫として

60 日以上の間隔をおいて１回接

種（計４回）

標準的な接種間

隔で接種できな

かった場合

生後７か月～１歳未満

初回免疫として４～８週間隔で２

回接種後、追加免疫としておおむ

ね１年後に１回接種（計３回）

初回免疫として４週間以上の間隔

で２回接種後、追加免疫として

６０日以上の間隔をおいて１回接

種（計３回）

１歳～２歳未満
１回のみ接種

60 日以上の間隔をおいて２回接

種

２歳～５歳未満 １回のみ接種
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■ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン
　保護者の希望により接種を受ける任意接種です。
 ・助成対象と標準的な接種回数・間隔

※接種回数はお子さんの１回目の接種を行う月齢により異なります。

■子宮頸がん予防ワクチン
保護者の希望により接種を受ける任意接種です。
 ・助成対象者
　平成 23 年度中学１年生から高校１年生の年齢に相当する市内に住民登録のある女子
　（平成７年４月２日生まれ～平成 11 年４月１日生まれの女子）
 ・標準的な接種回数と間隔
　３回接種することで十分な予防効果が得られます。約６か月の間に３回接種します。
　（２回目接種時期：１回目接種から１か月後、３回目接種時期：１回目接種から６か月後）

■詳細については
３月 28 日以降、松尾 IT 保健福祉センター健康支援課にお問い合わせください。

　　健康支援課　母子保健係　　☎０４７９（80）８３８４

　平成 23年４月１日から平成 24年３月 31日まで

4月から
ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン
子宮頸がん予防ワクチン接種の全額公費助成を開始します

4月から
ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン
子宮頸がん予防ワクチン接種の全額公費助成を開始します
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